
令和元年度実施　事務事業評価・実施計画 № 89

Plan

事業名 環境にやさしいエネルギー普及事業 事業類型 ソフト ○ 区分 継続

予算科目 一般 会計 4 款 3 項 1 目 151 310

担当部署 部 環境部 課 環境課

総合計画体系 めざすまちの姿 ４　自然と環境に配慮したきれいなまち 基本計画

事業の目的

事業の概要

Do

事務事業評価 （単位：千円）

事業内容と活動実績 決算見込額 内、特定財源

1,960 0

180 0

2,800 0

60 0

その他

合計 5,000 0

Check

成果指標

成果指標名（単位）

140 71 62.0 71.0

判定 判定理由や課題、改善した点など

必要性 B 国、他市（自治会）において補助金制度が導入されている。

有効性 A 対象機器がまだまだ高額なため導入に際してのきっかけとなる。

効率性 B 導入金額が抑えられる。

Action

事業費 左記についてのコメント

維持 次年度 維持 再生可能エネルギーの情勢、国や県の動向を見ながら、補助対象機器、補助金額を見直していく

実施計画 （単位：千円）

事業内容
令和元年度

①家庭用蓄電池補助

②家庭用コージェネレーションシステム補助

③低公害車補助件数

④太陽熱利用温水器補助

３か年の合計事業費 10,447

実施
計画

事業1 事業2

４－③環境にやさしいエネルギーを活用す
る

環境にやさしいエネルギーの導入を積極的に支援することにより、CO2排出量の削減を図る。

新エネルギーとして家庭用蓄電池、コジェネレーションシステム及び低公害車（電気自動車、プラグインハイブリット車）を省エネル
ギーとして太陽熱利用温水器の導入者に補助を行う。

平成30
年度

①家庭用蓄電池補助　28件

②家庭用コージェネレーションシステム補助　3件

③低公害車補助件数　28件

④太陽熱利用温水器補助　3件

H29実績 H30目標 H30実績 R1目標

家庭用蓄電池、家庭用コージェネレーション、低公害車及び太陽光利用温水器に対す
る補助件数

事業の
評価

今後の
方向性

令和2年度 令和3年度


	89

